
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：街路交通調査（総合都市計画交通体系調査） 

 

 

 

 ２ 調査主体：基山町 

 

 

 ３ 調査圏域：基山町内（基山町都市計画道路未着手区間） 

 

 

 ４ 調査期間：平成２７年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

長期未着手都市計画道路は、当初の計画決定根拠に不整合が生じている可能性があ

ることから、平成２７年６月に策定した基山町長期未着手都市計画道路見直しガイド

ラインに基づき、基山町内の都市計画道路で「未着手区間」を有する路線である「年

の森正応寺線」「黒谷線」の見直しの検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：街路交通調査（総合都市計画交通体系調査） 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

１．路線の抽出 

（１）長期未着手都市計画道路の抽出 

（２）見直し路線の検証対象区間の設定 

２．個別路線の評価 

（１）都市計画決定根拠の確認 

  １）上位計画への位置付け 

  ２）都市計画決定理由の確認 

（２）路線・区間の持つ機能の評価 

  １）交通機能 

  ２）都市形成機能 

  ３）都市区間機能 

  ４）機能評価の判定 

（３）代替路線の有無の確認 

  １）代替路線の有無の確認 

  ２）事実実施上の問題点の確認 

３．見直し方針の決定（案） 

  １）見直し方針の決定 

  ２）道路網全体からみた交通処理の検証 

４．交通量調査結果及び交通量推計 

（１）交通量調査結果 

  １）調査概要 

  ２）調査結果の概要 

（２）交通量推計結果 

  １）現況交通量配分 

  ２）現況再現性の検証 

  ３）将来交通量推計 

５．基山町長期未着手都市計画道路見直しガイドライン 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

基山町都市計画審議会 

会 長：基山町議会代表 品川 義則） 
  事務局：基山町まちづくり課（定住促進室定住促進係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

NO  氏      名 備   考 

1 会長 品川 義則 町議会代表 

2 副会長 田口 英信 商工会代表 

3 委員 桒野 久明 町議会代表 

4 委員 牧薗 綾子 町議会代表 

5 委員 永家 重光 区長会代表 

6 委員 杉野 朗 土木事務所所長 

7 委員 原 利廣 農業委員会代表 

8 委員 岡本 哲男 佐賀県農協基山支所長 

9 委員 日野 春記 住民代表 

10 委員 加藤 弘子 住民代表 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

 都市計画道路は将来目指すべき都市構造を実現し、円滑な都市交通や良好な都市

環境を形成するために必要な骨格道路として都市計画決定された道路であり、これ

ら都市計画道路の多くは戦後からの高度成長記における市街地の拡大、産業の発展

といった社会情勢が続くことを前提として計画決定されてきました。 

 しかし、近年我が国では、人口減少や少子高齢化、低炭素社会への意識の高まり、

財政上の課題など都市計画道路を取り巻く状況は大きく変化してきており、当初決

定より長期期間が経過した路線については決定根拠にて不整合が生じる可能性があ

ります。 

 そのような背景の中基山町長期未着手都市計画道路となっている路線について調

査及び評価を行うことを目的とします。 

 

  



 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

  



 ３ 調査圏域図 

▼基山町都市計画道路位置図 

  

未着手区間 

凡 例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※鉄道を横断するため、 

ループ橋の計画 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

項 目 年の森正応寺線 黒谷線 

都市計画 

決定時期 
昭和 46 年 2 月 12 日 平成 2 年 12 月 12 日 

都
市
計
画
決
定
の
根
拠 

上
位
関
連
計
画
の
位
置
付
け 

＜区域 MP＞ 

― 

＜総合計画＞ 

― 

＜基山町都市 MP＞ 

― 

＜区域 MP＞ 

○鳥栖北部丘陵新都市を中心とした研究

開発機能の立地促進、及び、流通業務拠

点形成 

＜総合計画＞ 

― 

＜基山町都市 MP＞ 

○都市計画道路の未整備区間（黒谷線な

ど）を中心とした道路整備を継続的に推

進 

○鳥栖北部丘陵新都市 整備事業基山地区

（基山グリーンパーク）における企業誘致

を進めるとともに、利便性が高く効率的に

産業活動が行えるように工業地周辺の環

境整備が必要 

都
市
計
画
決
定
理
由
等 

・都市計画決定当初、国道３号線及び鹿児

島本線により市街地が分断されていた

ため、東西市街地のアクセス向上を図る

事を目的に、都市計画決定されたと考え

られる。 

・小倉小松線（県道 131 号、132 号、137

号）が整備（アンダーパス）されたこと

で当初目的は達成されている。 

・「鳥栖北部丘陵新都市」の一部として、

都市計画決定された。 

・鳥栖北部丘陵新都市基山地区（基山グリ

ーンパーク）は、上位計画等でも産業拠点

として位置づけられ、基山町にとって重要

な役割を担っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



個
別
路
線
の
評
価 

交
通
機
能 

■未整備区間（現道あり） 

（１）自動車交通 

○H27 年度現在、断面交通量は約 2,000

台/12h、大型車混入率は約 5％。夕方の

ピーク時にやや混雑の状況がみられる。

（平成 27 年 10 月 22 日調査） 

○H37 将来交通量推計は、全線整備した場

合 800 台/24ｈ、現状の場合 1,000 台/24

ｈと推計される。と推計される。 

（２）歩行者、自転車 

○通学路の指定等はない。 

（３）公共交通との連携 

○バス路線ではない。 

■整備済区間 

（１）自動車交通 

○H27 年度現在、断面交通量は約 2,800

台/12h、大型車混入率は約 50％。混雑

等の状況は見られない。（平成 27 年

10 月 22 日調査） 

○H37 将来交通量推計は、全線整備した

場合 1,600 台/24ｈ、現状の場合 2,000

台/24ｈと推計される。 

（※但し、今後の工業立地状況によって

は数百台程度交通量が増加すること

も想定される。） 

（２）歩行者、自転車 

○通学路の指定等はない。 

（３）公共交通との連携 

○バス路線ではない。 

■未整備区間（現道あり） 

（１）自動車交通 

○未整備区間の交通量は、極めて少な

い。 

○H37 将来交通量推計は、全線整備した

場合 400 台/24ｈと推計される。 

（２）歩行者、自転車 

○通学路の指定等はない。 

（３）公共交通との連携 

○バス路線ではない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 年の森正応寺線 黒谷線 



個
別
路
線
の
評
価 

都
市
形
成
機
能 

（１）都市の生活空間としての機能 

○コミュニティ空間としての役割は担っ

ていない。 

（２）公共・公益施設へのアクセス 

○公共・公益施設へのアクセス道路として

の役割は担っていない。 

（３）土地利用計画との連携 

○開発等、面的な発展は担っていない。 

（４）UD・バリアフリーへの配慮 

○安心歩行エリアの指定等はない。 

（１）都市の生活空間としての機能 

○コミュニティ空間としての役割は担

っていない。 

（２）公共・公益施設へのアクセス 

○公共・公益施設へのアクセス道路とし

ての役割は担っていない。 

（３）土地利用計画との連携 

○鳥栖北部丘陵新都市の一部として都

市計画決定された路線である。幹線道

路では無いものの、基山グリーンパー

クへのアクセス道路の一部として重

要な役割を担っている。 

（４）UD・バリアフリーへの配慮 

○安心歩行エリアの指定等はない。 

都
市
空
間
機
能 

（１）ライフラインの収容機能 

○計画なし 

（２）都市防災機能 

○避難路の位置付けなし 

（３）都市環境機能 

○当該路線は、街路樹などの計画はない。 

（１）ライフラインの収容機能 

○計画なし 

（２）都市防災機能 

○基山グリーンパークのアクセス道路

は、当該路線のみである。未整備区間

（現道あり）は、大型車の通行は出来

ないため、工業団地からの避難路・緊

急輸送路として、重要な路線である。 

（３）都市環境機能 

○当該路線は、都市の美観の向上や道路

環境の保全等の目的から街路樹が設置

されており、工業団地従業員、周辺住民

への潤いを与える路線である。 

機
能
評
価 

見
直
し
方
針 

路線の必要性が非常に低いと考えられ、代

替路線もあることから「見直対象」と判定。 

⇒代替路線があり、混雑度は 0.1 と推計さ

れる等の交通上の課題もない。整備を行う

場合は周辺土地利用へ与える影響が大き

いなどの課題も多く、都市計画道路として

の位置付けを廃止することが望ましいと

考えられる。 

代替路線が無いことから、計画的に整備

を図るべき路線として都市計画決定の

位置付けを残し「存続路線」として判定。 

 

項 目 年の森正応寺線 黒谷線 

http://business.ur-net.go.jp/test_site_sql/kakuchi_result_detail.asp?prefect=&area=800
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%83%BD%E5%B8%82
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%92%B0%E5%A2%83

